
人権尊重のまちづくりを進めよう                  ２０１８年８月３０日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇陀市人権セミナーから（今年度 全４回のうち、２回を終えました） 
○第1回の人権セミナーは、6月16日（土）午後、宇陀市農林会 

館で行いました。開講あいさつに続き、講師にお迎えした、インター 

ネットと人権について考える「奈良ふらっと市民会議」代表の中野博 

章さんより、「インターネットと人権～みんなで一緒に考えてみたい 

こと～」という演題で講義いただき、研修を深めました。中野さんは、 

高度情報社会に潜む人権にかかわる今日的な問題を常に注視し、問題 

提起や解決につなぐための発信を行っておられます。今回は、インターネット上の人権侵害の実態 

やプライバシーにかかわる問題などを中心に、映像などを交えてわかりやすく話を進めていただき 

ました。日進月歩で進化する情報機器があふれている今日、ネットを介して外部から家電がコント 

ロールされ、プライバシーが侵害されている実態があることや、たった1枚の写真から様々な個 

人情報がもれること、生体認証の指紋まで写真から読み取られる危険すら存在していることなど、 

情報社会を生きる私たちには、様々な危険が存在していることを自

覚することが大切であると、具体例をあげながら示していただきま

した。合わせて、偽情報や悪意ある情報を見抜く力（メディア・ 

リテラシー）をみがくこととともに、人と人とのつながりを大切に

して、人権教育を深めていくことが求められる、ということにもふ

れ、学習をしめくくっていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第２回の人権セミナーは、８月１８日（土）午後、宇陀市農林会館で行いました。講師にお迎え 

した、全国同和教育研究協議会 元委員長・明日香村人権教育推進協議会の髙松秀憲さんより、『“ふ 

参加者アンケートより（一部紹介） 

・プライバシーとネット社会、携帯電話の所有率等、インターネットの普及を考えると本当にプライバシーは、

自分で守らなければならないと考えさせられたセミナーであった。今の世にあったセミナーであった。 

・自分自身、便利なものとしてインターネットを利用しているが、悪用されるとどれほど恐ろしいことになる

かと思うと、勉強し続けないと落とし穴にはまる危機感を感じた。 

・普段からインターネットを活用しているが、その危険性について、再認識させられた。インターネットを使

うのは人間である。根本的な解決方法は、人権意識の醸成しかないと思った。 

・あらためてネット社会のこわさが認識できた。市民に対し、あらためて注意を呼びかけるＰＲなどが必要か？ 

 



るさと”を胸を張って語らせたい～差別の現実と「部落差別解消 

推進法」～』という演題で講義いただき、研修を深めました。部 

落問題を主要なテーマとして、「ふるさと」をキーワードに、様々 

な角度から人権を考えるという内容で話を進めていただきまし 

た。講演の冒頭では、「日本の人権意識はどうなっているのか」 

という内容で、最近のマスコミ報道にふれられました。また、地 

域社会の持つ二面性（「共同・共生」というプラスの側面と「抑 

圧・排除」というマイナスの側面）をふまえた「まちづくり」の大事さや「ふるさと」への思いや 

ハンセン病問題が提起するものについて、一昨年明日香村において、開催した架け橋美術展の体験 

が語られました。さらに、部落問題の現実と課題について、講師自身の生い立ちや教員時代のいく

つかの具体的な体験を語っていただくとともに、部落問題に関する教

科書記述の内容などにふれ、部落問題解決につなぐ取り組みの有りよ

うが示されました。部落出身当事者の様々な思いにもふれ、ふるさと

を胸張って語れる社会をつくっていくことが求められていること、部

落差別をなくすこれまでの取り組みが果たしてきたものなどにふれ、

学習をしめくくられました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 宇陀市人権教育推進協議会事務局 中西 康典 

当面の集会・研修の予定 
９月１５日（土） 第 3回 宇陀市人権セミナー １４：００～ 於．農林会館 

  講師：奈良県社会福祉協議会 福沢 俊彦さん       受講申込者に案内送付 

演題：「子どもの貧困と地域づくり・支援のあり方 ～子どもの学習支援と居場所づくりを通して～」 

９月２０日（木） 奈人推協 第 33回 部落問題講座 １３：３０～ 於．県社会福祉総合センター 

９月３０日（日） 第 45回 奈良県人権・部落解放研究集会 ９：２０～ 於．大宇陀高等学校ほか 

参加要請にもとづく各地区人推協・人推委関係者 役員・事務局 市行政職員 市民参加 

 10月 13日（土） 第 51回奈良県人権教育推進協議会研究大会 ９：３０～ 於．三郷町スポーツセンター 

参加要請にもとづく各地区人推協・人推委関係者 役員・事務局 参加            ほか 

10 月 25日（木）市人推協 第２回役員会  19：30～  於．市役所（会議室） 役員・事務局 

11月 4日（日）～11月 9日（金） 第 25回 菟田野人権フェスティバル 於．菟田野人権交流センター 

たくさんのみなさまの参加を 

11月 10日（土） 第４回 宇陀市人権セミナー １０：００～ 於．宇陀市役所 

  講師：奈良県立同和問題関係史料センター 所長 奥本 武裕さん     受講申込者に案内送付 

内容：榛原地域における人権スポットに関わる講話と人権フィールドワーク  

11月 17日（土）・18日（日） 第 70回 全国人権・同和教育研究大会 滋賀県大津市ほか 役員・事務局 

  

 

 

 

 

参加者アンケートより（一部紹介） 

・講演者の人柄と思うが、内容が経験をもとにしたもので、わかりやすく、説得力があった。部落問題は、時間

をかけ、地道に続けていくことが大事であると思う。 

・髙松先生の話は聞きやすく、真剣に拝聴させていただいた。さまざまな差別問題がある中で、部落差別の問題

を中心にしながら、改めて今なお、この差別が存在していることを認識させられた。 

・現実にあわせた教員生活の経験や保護者とのことをいろいろと話されたことで、人権問題のことが大変よくわ

かった。現状も話され、話の内容も良かった。 

 

 


